
「陸地を通るように紅海を渡った」      2019 年 01 月 22 日 

ヘブライ人への手紙 11 章 23 節～31 節 信仰によって、モーセは生まれてから三か月 

間、両親によって隠されました。その子の美しさを見、王の命令を恐れなかったからです。 

信仰によって、モーセは成人したとき、ファラオの王女の子と呼ばれることを拒んで、は

かない罪の楽しみにふけるよりは、神の民と共に虐待される方を選び、キリストのゆえに

受けるあざけりをエジプトの財宝よりまさる富と考えました。与えられる報いに目を向け

ていたからです。信仰によって、モーセは王の怒りを恐れず、エジプトを立ち去りました。

目に見えない方を見ているようにして、耐え忍んでいたからです。信仰によって、モーセ

は滅ぼす者が長子たちに手を下すことがないように、過越の食事をし、小羊の血を振りか

けました。信仰によって、人々はまるで陸地を通るように紅海を渡りました。同じように

渡ろうとしたエジプト人たちは、おぼれて死にました。信仰によって、エリコの城壁は、

人々が周りを七日間回った後、崩れ落ちました。信仰によって、娼婦ラハブは、様子を探

りに来た者たちを穏やかに迎え入れたために、不従順な者たちと一緒に殺されなくて済み

ました。 

 

新約聖書の中心は、もちろん主イエスである。主イエスは御自分を十字架に献げ、人間 

の罪を贖い、神の義を与えてくださったキリスト（救い主）であるからである。私たちは

キリストによって、私たちの「生」がどんなに貧しいものであっても、神に絶対的に是認

され、神の祝福を受け、生かされている喜びと救いを得ている。 

旧約聖書には、アブラハム、ヤコブ、ダビデ王、預言者イザヤ、エレミヤなど、魅力あ

る人物が描かれ、彼らの残した言葉には底知れぬ力がある。しかし、旧約聖書の中心人物

はやはりモーセであろう。彼は、イスラエル人をエジプトの奴隷状態から解放し、神が約

束したカナンに導いた人物であるからである。出エジプトは紀元前 13 世紀に起こった。紀

元前 537 年に、バビロンに捕囚されていたイスラエルの罪、咎が赦され、解放され、エル

サレム帰還が許されたことは彼らにとって、真に喜ぶべき出来事であった。出エジプト記

は、このバビロン捕囚からの解放の喜びと重ねて、壮大に脚色されて書かれている。 

 モーセが生まれた時代、イスラエル人はエジプトで奴隷として貶められ、過酷な強制労

働を強いられていた。それだけでなく、奴隷人口の爆発的増加による反乱を恐れたエジプ

ト王は、男児が出産した場合は、ナイル川に投げ込めと、人口抑制政策を命じた。モーセ

は、美しい赤児であったらしい。母と姉が、赤ちゃんのモーセを籠に入れ、ナイル川の葦

の茂みに隠していたところ、湯あみに来たエジプト王の王女に拾われ、王子として、王宮

で育つ。モーセは自分の出自がイスラエル人であることを知った時、安楽や栄誉より、神

の民と共に虐待される道を選んだ。「著者」は、「キリストのゆえに受けるあざけりをエ

ジプトの財宝よりまさる富と考えました」と注解している。新約聖書の著者たちは、キリ

ストを通して旧約聖書を読んでいる訳である。 

モーセはイスラエル人がエジプト人に虐待されているのを見て、同胞を救い、エジプト

人を殺した。そのことを知られ、ミディアンの地に逃れ、ここで、祭司の娘と結婚し、二

人の子どもを得る。羊を追って、シナイ山に登ると、柴の間に燃え上がっている炎の中か

ら、神に声をかけられ、出エジプトの召命を受ける。モーセは自分にできることではない

と固辞するが、神は彼を出エジプトの大役を仰せつける。モーセは、色々な奇跡をもって、



エジプト王ファラオに解放を要求するが、底辺労働者を失うと国家経済は立ち行かないた

め、頑強に拒否される。最後に、「主の過越し」という事件が起こる。神の命令に従い、

小羊の血を、イスラエル人の家の柱と鴨居に塗り付けると、主は過越し、血の塗ってない

エジプト人の家では、長子と家畜の初子がことごとく撃たれた。この事件が歴史的事実と

するならば、神が自らの手を下して殺害することはあり得ないので、イスラエル人による

テロリズムであろう。人類最初のテロリズムではないか。恐れたエジプト王は解放を認め、

イスラエル人はエジプトを離れるが、前は紅海、後ろから、奴隷たちを引き戻そうとする

エジプトの軍隊が追って来る。前も後ろも塞がれた時、モーセが手を海に向かって差し伸

べると、紅海は割れ、「人々はまるで陸地を通るように紅海を渡りました。同じように渡

ろうとしたエジプト人たちは、おぼれて死にました。」紅海渡渉という奇跡が起こる。 

その後、モーセに率いられたイスラエルの民は 40 年間、荒れ野を放浪する。シナイ山で

神から「十戒」を授かり、民はその戒めを守る契約を神と結ぶ。しかし、飢えと渇きに窮

し、試練と苦悩を味わい、奴隷ながらも肉鍋をつついたエジプトを恋しがり、モーセに不

満をぶっつける。不信仰に陥り、偶像礼拝にも走る。モーセの忍耐と苦悩は計り知れない。

ようやく、約束の地カナンが見え、モーセはホレブの山から、それを眼下に見渡した。し

かし神は、モーセがカナンに入ることを許さないと言われる。こんな残酷な話があるだろ

うか。これだけ苦労して導いて来たのに、入ることができないという。モーセにも罪があ

った、民の罪を代わりに負ったからであるという説もあるが、もし、モーセがカナンに入

ったら神のように民から崇められたであろう。出エジプトは神がなした解放である。崇め

られるのは神だけであるというメッセージではないかと、私は受け止めている。 

出エジプトはモーセに命じて、神が実現させてくださったのである。カナンに入るに際

し、12 部族から一人ずつ斥候が選ばれ、カナンを偵察する。彼らは、カナンの街は頑強で、

人の体格も大きく、入ることはできないと悲観的な報告をする。その中で、ヨシュアは入

ることが可能であると告げる。そのヨシュアがモーセの後継者となる。ヨシュアが後継者

に立てられた時、神は下記のような励ましの言葉を与える。「わたしはモーセと共にいた

ように、あなたと共にいる。あなたを見放すことも、見捨てることもない。強く、雄々し

くあれ。あなたは、わたしが先祖たちに与えると誓った土地を、この民に継がせる者であ

る。ただ、強く、大いに雄々しくあって、わたしの僕モーセが命じた律法をすべて忠実に

守り、右にも左にもそれてはならない。… わたしは、強く雄々しくあれと命じたではない

か。うろたえてはならない。おののいてはならない。あなたがどこに行ってもあなたの神、

主は共にいる（ヨシュア記 1：5b～9）。」私は神学校の入学が許され、明日、上京する日、

母教会の牧師を訪ねた。牧師は、このみ言葉を読み、励まし、祈ってくださった。忘れら

れない御言葉である。 

 ヨシュアの最初の戦いはエリコの攻略であった。人々がエリコの城壁の周りを 7 日間、

回った後、鬨の声を上げると、城壁は自ずと崩れ落ちたという。旧約聖書に見られる民族

至上主義には、いささか辟易するが、これが神に守られた彼らの神賛美である。 

この時、エリコの娼婦ラハブは、イスラエル人を導く神に真の神を見て、斥候をかくま

った功績により、家族が救われている。彼女の玄孫がダビデ王である。出エジプトにおけ

る、モーセは「愛の人」「忍耐の人」で、その人生を可能にしたには、自分を捨てた一途

な信仰である。忍耐と苦悩の中から、神の真実を信じ抜いたのである。 


